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金 の りん ごを盛 る銀 の皿

ゲ ー テの作 品 の 中の ヒ ロイ ンた ち

星 野 純 子

ケー トヒェ ン ・シェーンコップか ら7リ ーデ リケ ・ブ リオン、 マ クセ ・ブ

レン ター ノから シャーロッテ ・ブッフ、 リリー ・シェーネマン、 シュ タイン

夫人、 マ リア ンネ ・グ ィレマーなど、 ゲーテは実 に様 々な女性 との交流 を糧

として自らの創作 を豊 饒な もの として きた。 そしてそれ ぞれの女性 は自分達

の姿が ゲーテの作 品の中に永遠 化 された ことを、あ るいは 自分の創作表現 が

ゲーテの作品 の中に取 り入 れ られた ことを、喜び とも誇 りとも思い、 または

それ を唯一 の心 の支 え とも、 自己の アイデンテ ィテ ィーの よすが と もして、

様 々な人生 を歩 んでい った と思 われてい る。

さてしか し、 それではこの よ うな女性 達の主体 、彼女達の生の実体 は、 ゲ

ーテの作 品に取 り込 まれるこ とで、 よ り鮮明 な像 を結 び得 たの だろ うか。 自

己 を表現す る手段 を持 たなかった彼 女達の沈黙は ゲーテに よって正 しく代弁

され たと見 な して もよいのだろ うか。

この よ うな関心か ら、次 の三 つの作 品の ヒロイン達、 グ ァイマールで手 を

加え られ た改訂版 『若 き グェル ターの悩 み』(1787)の ロ ッテ、『タウ リスの

イフ ィゲーニエ』(1787)の イ フ ィゲーニエ、『グ ィルヘルム ・マイ スターの

修業時代』(1796)の 「美 しき魂」 に焦 点をあて、 テキス トを精 読 して みる

と次の よ うな疑問 が涌 いて くる。 即ち、 主体 的な 自我 も持 ち、存在感 も十分

に感 じられ る ヒロインたちは、 男性 が主体 とな る、作品の全体構造 に取 り込

まれて、女性特有 の役 割を割 り振 られ る過程 で、美 しいけれ ども透明 な存在

とな り、徐 々に実 在感 を失 って きたのではないか とい う疑問 である。
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ゲ ーテは晩年、 エ ッカーマ ンとの対話 で 「女性 とは我 々が その中に金 の り

んごを盛 る銀 の皿 である。女性 についての私の理念は現実 の現象 か ら捨 象 さ

れた ものではな く、私に生れつ き備わってい たもの、 あるい は どうしてかは

わか らないが私 の中に生 じた ものであ る」1)と か、「女性 はまた、われわれの

理想 を注ぎ込むためにわれわれ近代人 に 残 された 唯一 の 器で ある」2)と 述べ

てい る。 自分の創造 した女性 は現実の女性 を描い たのではな く、女性 とい う

空 の器 に盛 られた ものはすべて、 ゲーテ自身 の抱い ている様 々な理念や理想

だとい うのである。 しか しゲーテは最初か らこれ ほど明確 に女性に 自分 のイ

デーを仮託 す るとい う方 法を とっていたわ けではない。 この推 移の過程 を最

もはっ きり見て取 るこ とが出来 るのは、 グェル ター改稿 に ともな うロッテの

像 の変化 であ る。

『若 きグェル ターの悩み』は初版は1774年 に でた3)が1787年 に グ ァイマー

ルで、 ゲ ーテは大幅な改訂 を加え、以後 これ が定本 となってい る4)。 この改

訂は文体面 では殆 ど毎頁にわた る全面的 なもので、文法 的正 しさ、純粋 さ、

威厳等 を基 準 とす るアーデル ングの規範文法 に則 り、語彙 面で も流行語や卑

俗 な語の使用はやめ るな ど、 シュ トゥルム ・ウン ト ・ドゥラング時代の語法

を一掃 した ものだ った5)。 内容的には、農家 の下 男のエ ピソー ドを挿入 して

グェル ターの悲劇への伏線 を周到な もの にし、 ヴェル ターの前 でロッテが カ

ナ リアに キスしてみせ る場面な どがつ け加 えられ た。

ゲーテが と りわけ重点的に手 を加 えたのは結末部 の、特 に 「編者 の報告」

の語 り手のパ ースペクテ ィブで、改 訂版 では、編者 は、登場人物 に距離 を置 き、

事実 と主観的解釈 とをはっき り区別 して、知 り得 た事実 を忠 実 に(gewissen-

haft)(S.93)報 告 するとい う態度 を明確 に うちだす。 編者 の言葉 による忠

実 な報告部分 とヴェル ターの手紙の情熱的錯乱 との対比 に よって、 ヴェル タ

ーや アルベル トについて
、述べ られ る表 現 その もの は 初 版 の ままであ りな

がら、 グェル ターの無制限 な情熱は希みのない錯乱や狂気 であ り、 アルペル

トは逆 に秩序 ある人間、成熟 した大人 とい う肯定的人物 にな るのであ る。

ロッテ像 は、特 に、結末部分 での彼女 の内面 を丹念 に書 き加 え ることで大
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き く変化す る。初版 では、 ロッテは予期 せぬ グェル ターの訪 問に驚 きなが ら

もす ぐに、 なすべ き事 をて きぱ きと手配 し、 自分 には何 のやましい ところ も

ないのだか らと気 を落 ち着 け、 ヴェル ターの相手 をす るとい うよ うに、毅然

とした行 動を とる(S.175)。 と ころが改訂版 では、 ヴェルター訪問 の前 に、

ロッテの夫へ の気持 とヴェルターに対す る思慕 の念 が大幅に加筆 され て(S .

101,S.106ff)、 既 に ヴェル ターへの 気持 を 自覚 し、 動揺 していた ロッテは

彼の出現に うろたえ、 自分 が何 を言 ってい るのか何 をしてい るのか もわ から

な くな る。女友達 を呼 びにや らせた り、 ピア ノを弾 いた りとい う、初版 と同

じ行 為を しなが ら、彼女 は心 の混乱 を統 御で きず、終 始 グェル ターの情熱 に

巻 き込 まれ る形 で事態 が進 んでい く。

さらに、 ロッテの ヴェル ターに対 する思慕 の念 は初版 では夫 アルベル トの

態度 への失望 に よって助長 され たよ うに書 かれていた(S.169)。 即 ち、結婚

後 アルベル トは仕 事の忙 しさにか まけて ロッ テに寂 しい思 いを させていて、

ヴェルターが ロッテに示す親切 を自分へ の無言 の非難 の ように感 じてい る。

そしてこの 日は、 グェル ターが しば ら くは訪れ ない とい うことがわかったた

めに、 アルベル トは長 くのば していた仕事 を片づ けるため に悪天候 に もかか

わ らず、一晩泊 りの旅行 にでかけたのであ った。 アルペル トははっ きりと口

には出 さない けれ ど不機嫌 さを体一杯 に表 して仕事に でか けたのであった。

この よ うな感情の行 き違い から ロッテは 「かつては幸 福を約束 して くれ た夫

が、今 や彼女の人生 を悲惨 なものに しは じめた」(S.174)と 感 じだ して、思

いは当然の よ うに ヴェルターへ と向 かって行 く。 これが改訂版 では、 ヴェル

ターの情熱 が夫 妻の問にひびをいれ たことや、 アルベル トの不機嫌 、 ロッテ

の不満 な ど、初版 での編者の語 りはみ な ヴェル ター自身の言葉 として語 られ

て(S.93)、 彼 の妄想 が生み出 したものとされ るので ある。 彼 女 は夫 と は

「永遠 に結 ばれ ていて、彼の落ち着いた頼 もしい態度 はま じめな女性 が一生

の幸福 をそれに託す よ うに と、 まるで天か ら定め られ た ものの ように」(S.

106)感 じ るとい う具合 に、 アル ベル ト、 ロッテの結び付 きには、世 の並 の夫

婦の抱 くよ うな低俗 な次元での不信や嫉妬 の入 り込むす きのない ものと して

一35一



描かれる。それにも拘わらずロッテはヴェル ターとは知 り合った最初の瞬間

から 「美 しい気持ちの一致」(S.106)を 感 じ、彼がいなくなれば自分の心の

底には満たされることのないうつろが生 じるだろ うと思ってたじろがずには

おれないほど、 ヴェルターの心情に共感するとい うことは、 ロッテを通して

ゲーテが グェルターの存在を肯定 したかったからにほかならない。現実の市

民社会で着実に理性的に適応して生 きてい くだけのアルペル トにはないヴェ

ルターの価値を是認し、市民社会の偏狭 さから抜け出る真の人間らしい在 り

方を求めるヴェルターを肯定するために、 ロッテの存在が必要だったのであ

る。 アルペル トを俗物として全面的に否定して無制限の情熱に駆られ破減 し

ていくグェルターに、ロッテは現実世界を媒介する、 より高い存在 として、

呈示 されるのである。例のカナリアの場面も、現実の生身の女性には到底有

り得ない ような 「清らかな無邪気さ」(S.80)を ロッテの身に纏わせるため

につけ加えられたものであろう。

初版の ロッテは、小説やダンスに熱中し、雷雨のあとの荘厳な自然の風景

に涙する、感傷主義の時代に生きる情感豊かな娘であ り、母の死後、けなげ

に幼い弟妹たちの世話をして、やがて母の遺言どお り、世間の尊敬をうけた

しっか りした男と結婚する、堅実な市民の女性である。夫とい さかいもすれ

ば夫の気まぐれに腹もたてる、しかし夫への愛情は確信 しているとい う、普

通の女性の姿が リアルに浮かび上がってくるような描 きかたをされていた。

特にアルペル トとの気持ちの行き違いの場面などは、いかにもこの時代を生

きた数多 くの女性、いや時代をこえて市民的結婚の実態を映 しとっているよ

うな感があった。それが改訂版ではロッテは、様式的に祭 り上げられた理想

的な女性像になってしまい、純化された度合いだけ、自分の方 か らは一 向

に態度をはっきりさせることができない、受動的な無力な存在になってしま

う。

事実と主観的解釈 を区別するとい う編者の言明にもかかわらず、改訂版で

書き加えられたロッテの心情や内面はついに彼女自身のロから、彼女 自身の

言葉として語られることはな く、常に編者の語 りや編者の解釈であり、 ロッ
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テが独 自に動 き出 すこ とはないのであ る。

この よ うに 自らの 口から内面 を吐 露す ることの なか った ロッテに比較 する

と 『タ ウリスの イフィゲ ーニエ』6)の ヒロインは その 自己認識 の深 さにおい

て も強い主体性 におい て もはるかに立 ち優 ってい るよ うに思 える。生 まれな

が らにいつ も隷属 と服従 を強 い られ る女の運 命につい ての、幾度か繰 り返 さ

れ る嘆 き、 トーア ス王 の求婚 を退 け、与え られた女の定め を甘受す るこ とを

拒 む毅然 たる態度、理不尽 な蛮行 を強い る神 々や伝統への反抗、権威つ くの

押 しつけへの抵抗、 そ して トー アス王 との対 決の場で は、いわ ゆる男の英雄

的行為、 その実 は野蛮 な流血 を呼ぶ行 為に対 して、女性 らしい、真 に人 間的

な対抗的価値 を提 唱す るな ど、 モ ノローグを多用 して すべ て イフィゲー ニエ

自身の言葉 と して表現 され るか らであ る。

ここか ら、 この ドラマでゲ ーテが描 こ うとしたのは、神 々に よる支配 を脱

して 自律性 を獲得 しようとす る近 代的な人間像 であるとい う評 価 が 生 まれ

る。 ゲーテは彼 の時代 の宗教的思想 的背景や啓蒙時代 の神学 の発展 をこの ド

ラマに織 り込 み、 タンタロスー族 にかけ られ た呪い に、 キ リス ト教 の正統派

信仰の教義 にみられる原罪 を重ね合わせ て、 この罪 を 自力 で断 ち切 る新 しい

近代的 な人間像 を描い たのだ とい う評価 である7)。 この評価 はた しかに上に

述べ たイ フィゲー ニエの姿 に合 致す るものだ ろ う。

しか し、人間の 自律 とい う近 代の課題 が、女性 である イフィゲー ニエにあ

っては ど う実現 され たか とい う点を考慮 に入れ ない と、 これは直 ちにt7イ

ゲーニエの神格化 とい う新 たな神話へ と反転 してい く危険 をは らんでいて、

事実 テキス ト自体 にその芽 は内在 してい る8)。

劇中に呈示 され るイ フィゲ ーニエの使命は一貫 した ものではな く、 ドラマ

の展開につれ て変化 す る。 いや、そ もそも最初、 イフ ィゲー ニエは使命 とい

え るほ どの ものは 自覚 していない と言え るだ ろ う。異郷 の地 タウ リスで彼女

は祭司 として女神 ディアナに仕 えてい るが、 この生活 は彼女 に とっては他か

ら強い られ た不本 意な もの で、 自分 はまさに奴隷 であ り、 はかない影 の よ う

な存在 だ と意識 せ ざるをえ ない。 だか ら、本 当の 自分 の姿 や、 自分 の胸 の底
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は明か さず、王に対 しても タウ リスの住民 に対 して も、祭 司 としての鎧 を纏

って接 してい るだけであ る。 その彼女が トーアス王の誠意 あ る態度 に うなが

されて、 自分の素性 を打ち明け、祭 司としてではな く一人 の人間 として向か

い合い、王に反論 して、 自分の抱 く新 しい神 の イメー ジ、 っ ま り人間的 な神

々への信 仰を明 らかにす る中で徐 々に 自律性 を得 てい く。 しか しこの段階 で

の彼 女の願 いはただ、故郷の、 なつか しい家族 の もとへ帰 りたい とい うこと

であった。 自分 が ディアナの 女神 に 救われ たの も、 「死んだ と思わ せて父 を

十 分懲 ら しめた うえ、 きっ と彼が年老い た時 の思 いがけない無上の喜 び とな

るためにこの地に とどめておかれた」(1幕3場 、V.441ff)の だ 、 とい うよ

うに、彼女 の 自己理 解は非常に素朴 なもの である。

また、作 品の軸 とな る3幕3場 、 オレス ト快癒 の場 については、彼が姉の

願い によ り母親殺 しの凶行 を現在 化 して再現 し、 自分 を徹 底的に苦 しめ 自己

処罰 することで罪 を償 い、狂 気か らの治癒 を自分 で成 し遂 げたのだ と解釈す

ることが出来 るだろ う。彼 を追 うのは復讐の女神 ではな く、罪 の意 識 と後悔

とい う自分 の心 に巣 くう心理 的な要 素であ り、冥界 での一族和 解の ヴ ィジ ョ

ン体験 の過程 が一種 の心 理治療の セラ ピーの よ うな役割 を果 た して、 オレス

トは癒 され、再生 を果 た したのだ と=考え られ る。 イ フィグ ーニエもこの場面

では肉親の愛情 に よってなんとか弟を正気に戻 らせ たい とい う人間的な願い

があるだけだった。

ところが4幕5場 のモ ノロー グになる と彼女は 「いつか は正 常な手 と無垢

の心 で汚 れの染 み込 んだあの家 を清め よ うと願い をかけた」(V.1699-1702)、

と 自分 の使命 を明言 する。 これはその直前 、 ピュラデ ィスが指示 した使 命に

ほかならない。 オデュ セウスに もなぞらえ られ る ピュ ラデスは巧智 にたけ た

合理主義者 と して、 目的実現 のためには、 イフィグーニエの祭 司と しての地

位 を徹 底的 に利 用 し、 この目的にそった役 割を彼 女に振 り当て、 とるべ き行

動 を彼女 に教 え・ そのために引 き起 こ される彼 女の内面の葛藤 などは眼 中に

ない。 そ して イフィゲーニエ もなんら自己を主張 せずにこれを引 き受 けて し

まう。 ただ二人 を救 いたい とい う姉 としての愛情 は、 ア トリーデン王朝 の存
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亡 にかかわる呪い を清め る、 とい う意識 にかわってい き、 オレス ト個人 に行

われた救済 の行 為 を一族へ と広 げ、聖女 として父祖 の家 を きよめ るとい う使

命 を受 け入れ るの であ る。

しか し、続 く5幕3場 の トーア スとの対決 の場 で、彼女 は、 この使命 と自

己の本性 との葛藤、つ ま りこの使命 の実現 のため ピュラデスの言 うが ままに

なっていたの では 自分 のア イデ ンティティーが失 われて しま う、 とい う深刻

な危機に陥 り、苦悩 の末、 ついに 自分の主体 の方を選 んで、男の英雄的行為

に対抗す る 「思い切 った行 為」(V,1913)、 即 ち 人間 らしい 言葉 に 賭け るの

であ る。 この トーアスに対 する主体 的な態度 と、 オレス トや ピュラデスにた

いす る受動的 な態度 との間には明 らかな落差があ る。彼女は トーアス王 に対

しては 「祭司 ではな くて アガメム ノンの娘です」(V.1822)と 、 終始、人間

として向 き合 い、 自律 的な主体 として振 る舞 うことが できた。 これは彼女が

王に対 しては救済者 や女神の役割を果たす必要が ないか らなの である。 しか

し、 オレ ス トや ピュラデスには彼女は対等の主体 として向 きあえない。

この後の場 で もイフィゲーニエは決闘の仲裁以外はすべ てオ レス トに主導

権 を譲 り渡 し、彼 の言 うが ままにな る。い まや神託の解釈 をす るの も祭 司で

ある彼女 ではな くて、弟の オレス ト自身 であ り、彼に よって 「姉上、 あなた

こそ我が家の守護神」(V.2130)、 「あ なたのお手 に触れ たとき僕の病気 は治

りました」(V.2119-2120)と 女 神に祭 り上げ られ、家の再興 とい うオ レス ト

が中心 となって作 り出す家父長 制的秩序の中 に救済者 としてはめ込 まれ た イ

フィゲーニエは、 もはや 自分の意志 で行 動す ることを阻 まれ て しま う。主体

は沈黙 させられ、実体 としては無力 なが ら、男 によって崇 められ祭 り上 げら

れ るとい う新 しい神話 を担 わ されて しまったのである。

さて、次 にゲー テは 『修業 時代』9)の 第 六巻で 「美 しき魂」 と呼 ばれ る一

人の女性 を内側か ら描 きあげ るとい う試 みを行 った。 これ は実在 の クレッテ

ンペル ク嬢 とい う非常 に個性的 な女性の手紙 や談話 を もとに して書 かれたた

め に、単 に ゲーテが女性の身 にな り代 わって想像 した り憶測 した り、あ るい

は自分 を織 り込ん だ りとい うの とはちがって、 きわめて特異 な テキス トにな
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っている。

内容的にはこの 『告白』は、世俗の生活からは積極的な影響を受けること

なく、 もっぱら内面の神との交流によって精神的に成長してい く、 ピエティ

スト的陶冶の例だとされるが、自己の個性の発展を求める道は、当時の社会

では女性には宗教の領域でのみ可能だったことを考えれば、これは女性の教

養小説と読むことができるだろ う10)。

最初から彼女の人格形成にとって、女であることとそれに伴 う役割期待と

は障害として意識されている。彼女は病弱だが知識欲の旺盛な子供で自然科

学などにも強い興味を示すが、女の子であるがために父親からは 「出来損な

いの息子」(S.360)と 呼ばれたりして、女であることが知的発展の可能性を

閉ざしていること、知識欲は女性とい う性からの逸脱であると早 くから意識

せざるを得ない。また、思春期に入ると、異性への関心や、目覚め始めたセ

クシュア リティーは、7ラ ンス語の家庭教師から 「いわゆる美徳とい うもの

が情熱の要求に対 してはいかに弱い防禦でしかないか」(S.363),「 どんな場

合にも女は非常に弱いもの」(S.364)と いった具合に検閲され、ブレーキを

かけられて、自分自身のありのままの感情を肯定することが出来ずに、戸惑

いや狼狽を抱 く。彼女の教育を主として担 うのは男性であり、母や叔母 とい

った女性は聖書や料理、おとぎ話とい う、一段低い周辺的な位置に置かれ、

知的なレヴェルや生き方などで彼女が自己形成のモデルとして希求すべき女

性は登場しない。やがてナルツィスと呼ばれる男性 と婚約するが、彼 もやは

り、女には無知と純潔を要求する二重規範の持ち主で、彼女はまたしても社

会から課せられる役割期待と自分の欲求との間の解きがたい葛藤に悩み、つ

いに彼を愛しながらも、精神的独立を守 り、自分のアイデンティティーを手

放 さないために婚約を解消し、結婚を拒否する。女性が感覚的愛情に身を委

ねることは、即ち、社会から課せられる役割を うけいれることであ り、男性

に精神的にも隷従することになってしまう、だから、女性としての欲望の断

念こそが精神的独立 と真に人間らしい道義性を保証するものと彼女は理解す

るのである。
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以後、彼女の 自我は、女にとって家庭以外に許されている もう一つの場

所、宗教の領域で形成 されることになり、静かな宗教的心情に満たされた生

活を送る。ところがフィーローという友人が彼女に行った罪の告白により、

原罪が 自分の中にもあるのを発見して、 これまでの 自己理解にひび割れを

おこし、苦悩の末に、この罪をあがなうキリス トに対する信仰にめざめ、魂

が感情の翼に乗って飛翔するという体験をする。彼女はヘルンフー ト教団に

近づき信徒と交わ りを持ったりするが、やがてはこれからも離れて、ついに

は神 との一致 とい う昂揚した宗教感情の中で、 自分の純粋な 自我 を、肉体

の外に見いだすのである。「体は着物の ように ちぎれてしまうでしょう。し

かし私、このおなじみの私 とい うものは厳として存在するのです。」(S.415)

と、罪ある肉体と純粋な 自分 自身 とを分かち、あらゆる肉体性、即ち女性

性から解放 された所に自分のアイデンティティーや自分 の精 神 の 自由を見

る。

ところでこの一人称による告白の中に、塔の結社の世界を代表する叔父が

外からの社会的現実として入 りこんできて、彼女 と芸術や教養、女性の役割

についての対話をかわし、彼女の非活動性を批判する。それまですべて彼女

自身の言葉で語 られていた、ichの 語 りの中に、叔父の言葉は直接引用でひ

かれることで、彼女の立場は相対化され、批判されるのである。彼女はこの

「告白」の最後を、「私の行動は完全とい うものについて抱いていた理想に

いよいよ近づいてい く」(S.420)と 自分の一生を締め くくるが、その理想は

いわば空虚な理想として、塔の結社のユー トピアでは克服されるべ きものと

して示されるのである。それゆえに彼女はロマンの中にはいっさい姿を現 さ

ず、死後、塔の館に飾られた肖像画として、あるいは 「おもしろい読み物」

(S.350)と して原稿の なかで登場するだけである。 ロマンの世界の中で真

に美 しき魂と呼ばれるのは彼女の姪のナター リエである。社会と結びつかず

に内面へ沈みこみ、病気と孤独と我意のうちにな くなる 「告白」の女性と異

なり、 ナターリエこそは生まれながらに内と外の調和のとれた美 しい本性の

人間として、塔の結社の世界に受け入れられる。叔母の方はナター リエが生
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まれてくるための準備段階や前段階としてのみ価値が認められるのである。

『修業時代』のユートピアの構想の中では女性 と男性 とは全 く異なったも

のとして考えられ11)、家父長制的男性中心社会の中で女性に与えられた役割

はこの告白の女性のように強烈な自我を主張して自律を貫 くことではな く、

他人に奉仕 し、つ くすことを生まれながらの使命として、慈善活動や博愛活

動、優 しい看護婦や恋の仲介老、子供の母親といった役割をはたせる家庭的

な女性が、理想的女性として、社会の中での居場所を与えられるのである。

さてしかし、それではその理想的なナター リエが生き生きとした人間とし

て読者の前にあらわれるかというとこれは疑問である。理念的表象や抽象に

なった分だけ彼女は地上的本質を失い、成長 や 発展、 とまどい、迷い、喜

び、悩み、情熱、感動などといった生きた人間の実態からは遠 ざけられ、生

気に欠けた、受動的な人物にならざるを得ない。漠然とおぼろな美 しい姿の

みがあって、明確な意志を持った個性ある姿は浮かんでこないのである。

18世紀後半、哲学や人間学の分野では、女性の本質や使命について盛んに

論議がおこなわれ、フンボル ト、シュレーゲル、 シラーなどが男女の性格を

相互補完的に対極の位置に置いて、古代ギ リシャ劇の女性像に、女性性の最

高の美、さらには人間性と芸術の最高の理想をみようとした。12)男女を相互

補完的なものとして構想するときには、同時に必ず男性の経験世界が絶対的

規範として根本に置かれ、この規範に適合 しない特性が総て女性的特質 とし

て、女性に割 り当てられるため、女性は男性のもつ優秀な性質を持たない卑

小な存在であるか、あるいは男性には欠けた性質を有しているために理念の

中で高められた願望像 として、神秘的なものとな り、過大評価 されることに

なる。現実世界での女性のみじめな位置、あのイフィゲーニエが嘆いた女の

みじめな隷属状態と、想像界や理念面での高められた女性像 との乖離は大き

なものとならざるを得ない。そのような流れの中でグーテもまた、近代が取

り戻すべき全体的な人間性やフマニテー トの理想を女性の中に盛 り込んだ。

しかし一方で リア リス トであるゲーテはそれがイデーであることを、先にあ

げたエッカーマンとの対話にあるようにはっきりと意識していた。
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だか らこそゲー テは第 六巻の総て を割 き、殆 ど独立 した一巻 として、 ロマ

ンの語 り手 の コメン トも一切加 えない形 で、 「告 白」 の女性 に 自己 を語 らせ

たのであろ う。彼女 の言 説は 『修業時代』の枠 には、 はま りきらない力を秘

めた テキ ス トとして、 自己 を主張 し続 けてい るよ うに思 われ る。そ して ゲー

テは自分 の理想 を盛 る銀の器 としては ナ ター リエとい う別 の人 物を創造 しな

ければな らなか ったのであ る。

(付記:本 稿は、1991年6月30日 におこなわれた阪神 ドイツ文学会第138回 研究発表

会のシンポジウム 「つ くられた女性像18世 紀末から19世 紀前半までの 女性作

家達一 」に於いて、「ゲーテ作品の ヒロイン達」 として 口頭発表したもの に加

筆、注をほどこしたものである。)

注

1)J,P.Eckermann:GesprdchemitGoethe,den22.Oktober1828。Neue

Ausgabe,Hrsg.vonFritzBergemann,Insel-VerlagWiesbaden1955,S.

271.

2)Eckermann:GesPrdchemitGoethe,den5.Juli1827.a.a.0,S.229.

3)Dt'eLeidendesjungenWerthers。in:1)erjμngeGoethe,Bd.IVJanuar-

Dezember1774.Hrsg.vonHannaFischer-Lamberg,WalterdeGruyter,

Berlin.1968.初 版 か ら の テ キ ス トの 引 用 は こ れ に よ り、()に 頁 数 を 示 し た 。

4)DieLeidendesゴungen躍erther.in:GoethesWerkeBd.VI.Hamburg,

1965.改 定 版 か ら の テ キ ス トの 引 用 は こ れ に よ り、()に 頁 数 を 示 し た 。.

ら)グ ェ ル テ ル の 改 訂 に つ い て はDieterWelz:1)er躍 颪翅 〃 〃i7Verther.Stndien

zurSinnstruleturderzweitenFassungdesvaerther-Romans.Bonn,

Bouvier1973.を 参 照 。 ま た 、 改 訂 に 伴 う ロ ッ テ 像 の 変 化 に つ い て は 柴 田 翔:ロ

ッ テ 小 論 一 「グ ェ ル タ ー 」 の ゲ ー テ に お け る 位 置 。 人 文 学 報No.61.東 京 都

立 大 学 人 文 学 部1967.1-19頁 参 照 。

6)IphigenteaufTauris・il1:GoethesJJ「erke・Bd・V・Hamburg,1966・ テ キ ス

トか ら の 引 用 は 行 数 を()に 示 し た 。

7)WolfdietrichRasch:GoethesIphigenieaufTaurisatsDramaderAuto-

nomie.C.H.Beck,Mttnchen1979.参 照 。

8)IrmgardWagner:VomMythoszumFetisch'dieFraualsErlb'serinin

Goethesklassischenl)ramen.In:VP"siblichkec'tingeschichtlicherPersPek一

一43一



tive.Hrsg.vonUrsulaA.J.BecherundJδrnRtisen.Suhrkamp,Frank-

furtamMain1988,S,234-S.258.参 照 。 な お 、 「イ フ ィ ゲ ー ニ エ 」 の 分 析 や

解 釈 に は 、 こ れ が 祝 典 劇 と し て 書 か れ た と い う事 情 や 、 モ ノ ・ メ ロ ド ラ マ と い う

形 式 面 か ら の 検 討 も不 可 欠 だ ろ うが 、 本 論 で は こ れ ら の 点 は 切 り捨 て て 、 問 題 を

い さ さ か 単 純 化 し た こ と を お 断 り し て お き た い 。

9)Wilhelmルf6s'θ7sLeh「 」'ah「e・in:Goethes陀 θ7んθ.Bd.VII.Hamburg,

1965.テ キ ス トか ら の 引 用 は 頁 数 を()に 示 し た 。

10)女 性 の 視 点 か ら こ の 「告 白 」 を 論 じ た も の が 最 近 で は 多 く見 ら れ る が 、 単 に 社 会

的 文 脈 の 中 で の 解 釈 に と ど ま ら ず 、 小 説 の 内 外 の 読 者 や 批 評 家 、 哲 学 者 な ど の 読

み を 考 慮 し て こ れ を 分 析 し た も の と し て 、 特 に 次 の 論 文 を 参 照 。

SusanneZantop:EigenesSelbstundfremdeFormen;Goethes,,Beleenn-

tm'sseθ ゴπθ7schb"nenSeele``,111:GoetheYearbook3.GoetheSocietyof

NorthAmerica,1986.SS,73-92.

11)BarbaraBecker-Cantarino:,,Bebenntnisseθ 伽 〃schδnenSeele、 、,ZurAus_

grenzungundVereinnahmttngdesPVeiblicheninderPatriarchalen

UtoPt'evon``rVilhelmMθlstersLehr/ahren``.In:Verantwortungμ 雇

Utopt'e.Hrsg.vonWolfgangWittkowski.MaxNiemeyer,Ttibingen

1988.SS.70-90.参 照 。

12)WilhelmvonHumboldt:UberdenGeschlechtsunterschiedunddessen

EinfluβaufdiecrgantscheNatur(1795).Uber"露 〃 ゴo加undmdinnliche

Form`(1795).FriedrichvonSchlege1:UberdieDt'otima(1795).Uberdie

weibtichenCharahterindengriechischen1)ic'htern(1794).Friedrichven

Schiller:UberAnmutundWinde(1793)な ど 。

一44一


